
 
 
 
 
              

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

上
越
市
立
安
塚
中
学
校
で
は
、

体
育
館
を
除
く
全
館
を
雪
冷
房

し
て
い
ま
す
。
ま
た
雪
冷
房
に
必

要
な
機
器
の
電
力
は
、
体
育
館
屋

根
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
に
よ
る
太
陽
光
発
電

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
越
市
内

に
は
、
３
箇
所
の
風
力
発
電
施
設

が
あ
り
、
１
，
９
５
０
Ｗ(

一
般

家
庭
約
３
９
５
世
帯
分)

の
出
力

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重

要
性
を
市
の
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
意

 

雪
氷
熱
利
用
と
は
、
冬
期
に
降

り
積
も
っ
た
雪
や
、
冷
た
い
外
気

に
よ
り
凍
結
し
た
氷
な
ど
を
、
冷

熱
を
必
要
と
す
る
季
節
ま
で
保

管
し
、
冷
熱
源
と
し
て
そ
の
冷
気

や
溶
け
た
冷
水
を
部
屋
の
冷
房

や
、
農
作
物
の
冷
蔵
等
に
利
用
す

る
も
の
で
す
。
雪
氷
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
で
利
用
さ
れ
る
冷
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
い
ま
す
。 

 

当
財
団
で
は
、
雪
が
持
つ
冷
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
資
源
と
し

て
捉
え
、
普
及
促
進
の
た
め
今
後

も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 <

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク2008

引
用>

編集・発行／財団法人 雪だるま財団 
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tel.025-592-3988 fax.025-592-3324 
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？
・
新
エ
ネ
法
の
改
正

ス
ギ
花
粉 

 

毎
年
、
春
に
な
る
と
「
ス
ギ
花

粉
」
が
原
因
で
目
が
か
す
ん
だ
り

涙
や
鼻
水
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が

多
い
。
例
年
こ
の
季
節
（
３
月
か

ら
４
月
）
花
粉
で
残
雪
が
黄
色
に

染
ま
っ
て
い
る
光
景
を
み
か
け

る
。
今
年
は
雪
解
け
が
早
く
見
る

こ
と
は
あ
ま
り
出
来
な
い
が
、
晴

れ
て
風
の
あ
る
日
に
は
黄
砂
と

ス
ギ
花
粉
が
入
り
混
じ
っ
て
飛

ん
で
い
る
。 

特
に
、
花
粉
の
発
生
量
は
前
年
の

夏
の
気
候
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
高

温
で
よ
く
照
っ
た
翌
春
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。 

花
粉
は
乾
燥
し
て
い
る
日
に
は

飛
散
量
が
多
く
な
る
の
で
花
粉

症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
は
、
外
出
に

も
要
注
意
で
あ
る
。
杉
は
も
と
も

と
こ
の
辺
で
は
家
の
建
て
替
え

や
非
常
時
の
材
と
し
て
植
え
ら

れ
管
理
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
か

ら
徐
々
に
植
え
ら
れ
、
昭
和
４
０

年
代
か
ら
５
０
年
代
に
か
け
て

拡
大
造
林
が
推
奨
さ
れ
広
葉
樹

を
伐
採
し
人
工
林
と
し
て
植
栽

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
杉

も
今
や
成
木
と
な
っ
て
花
粉
量

も
増
加
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
現
在
杉
の
植
栽
面
積
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

▼ 

日
本
の
森
林
面
積 

 

２
，
５
１
２
万
ｈ
ａ 

 

（
国
土
の
６
６
％
） 

▼ 

人
工
林
面
積 

 

１
，
０
３
６
万
ｈ
ａ 

 

（
人
工
林
率
４
１
％
） 

▼ 

杉
林
の
面
積 

 

４
２
５
万
ｈ
ａ 

 

（
森
林
面
積
の
１
７
％
） 

 
 

 
 

 
 

<

林
野
庁
Ｈ
Ｐ> 

  

先
般
、
山
形
新
聞
（
２
月
１
７

日
）
に
無
花
粉
杉
の
研
究
成
果
が

載
っ
て
い
た
。 

富
山
県
で
は
人
工
交
配
に
よ
る

良
質
な
無
花
粉
杉
を
種
子
か
ら

大
量
生
産
す
る
技
術
を
確
立
し
、

２
０
１
４
年
ま
で
に
約
２
万
本

の
苗
が
出
荷
で
き
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
国
や
各
県
と
の
共
同
研

究
も
進
ん
で
お
り
そ
の
成
果
に

期
待
し
た
い
。
杉
は
、
成
木
に
な

っ
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で

３
０
～
５
０
年
（
多
雪
地
帯
は
７

０
年
以
上
と
も
言
わ
れ
る
）
、
全

国
で
年
間
１
，
７
０
０
万
本
が
植

栽
さ
れ
て
お
り
ま
だ
ま
だ
こ
の

先
花
粉
対
策
は
続
き
そ
う
だ
。 

 

日
本
で
は
、
新
エ
ネ
法
が
定
め

ら
れ
、
政
府
が
積
極
的
に
導
入
拡

大
を
図
る
べ
き
対
象
と
し
て
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
規
定
し
て
い
ま

す
。 

 

最
近
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

等
を
め
ぐ
る
経
済
的
社
会
的
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成
２
０ 

年
４ 

月
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

定
義
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
（
左
図
参
照
） 

 

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。 

識
啓
発
を
図

る
た
め
に
上

越
市
が
設
置

し
た
も
の
で

す

。

最

近

徐
々
に
普
及

が
進
む
「
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
」
は
、

バ
イ
オ
マ
ス

熱
利
用
の
代

表
的
な
例
で

す
。
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【
報
告
】
き
の
こ
工
場
省
エ
ネ
調
査

 

平
成
２
０
年
夏
よ
り
、
十
日
町

市
松
之
山
地
内
に
あ
る
国
内
最 

平成 21 年度 雪だるま財団会員募集のご案内 ～会員になると･･･～

☆ ゆきだるま温泉「雪の湯」の入場券３枚進呈（法人５枚） 

☆ 会員証をご提示いただくと・・・ 

   入場料が同行者５名様まで４５０円（通常６５０円）

いろいろな場面で 

   会員の皆様にサービスします 

○特 １ 雪だるま通信等の配布♪ 

○特 ２ 施設・住宅の雪冷房など自然エネルギーを利用した省エネルギーのサポート♪

○特 ３ 財団主催ツアー、研修会などに特別料金でご参加いただけます♪ 

○特 ４ パソコン・インターネットに関する相談、設定を会員価格でお手伝い♪ 

○特 ５ 会員の集い（年１回） 

入会ご希望の方は・・・入会申込書に必要事項をご記入の上、会費を添えてお申込みください。 

           郵便局でもお振込みいただけます   

           振込先 【口座番号 00580-7-70303   加入者名 財団法人 雪だるま財団】 

           ご入会がまだの方、ぜひこの機会にどうぞ！ 

受付場所 

■ 雪だるま財団事務所 

  tel：025-592-3988 

  fax：025-592-3324 

■ ゆきだるま温泉 

 「雪の湯」フロント 

年会費 

一般会員 3,000 円 会員特典を全て適用します 

家族会員 1,000 円 主催事業に特別料金でご参加いただけます 個   人 

購読会員 1,000 円 ｢雪だるま通信｣をお送りします 

法人 ・ 団体 一般会員 10,000 円 会員特典を全て適用します 

大
級
の
ナ
メ
コ
培
養
棟
（
ナ
メ
コ

菌
床
の
空
調
培
養
施
設
）
を
調
査

し
ま
し
た
。
当
該
施
設
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
よ
り
環
境
負
荷
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
域
に
賦
存

す
る
雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
雪
）
の
活
用
方
法
を
探
る
調
査

で
、
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
か
ら
の

委
託
で
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

今
回
の
調
査
結
果
を
ベ
ー
ス

に
、
キ
ノ
コ
栽
培
と
い
う
雪
氷
冷

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
と
っ
て
は
新 

 

【
報
告
】
雪
害
事
故
防
止
情
報
の
提
供 

け
る
事
故
防
止
を
図
る
目
的
で

実
施
さ
れ
た
実
証
試
験
で
す
。 

町
内
会
長
・
自
治
会
長
を
通
じ
て

安
塚
区
に
在
住
の
１
３
７
名
の

方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
約
７
割
の
方

か
ら
、
「
放
送
内
容
は
や
く
だ
っ

た
」
と
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

町
内
会
長
・
自
治
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
今
回
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
、
改
め
ま
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

し
い
分
野
で
の
活
用
が
実
現
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

１
月
３
０
日
よ
り
、
安
塚
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
を
通
じ
て
、

除
雪
作
業
中
の
事
故
防
止
に
関

す
る
情
報
を
安
塚
区
内
の
住
民

を
対
象
に
提
供
し
ま
し
た
。
雪
害

事
故
防
止
の
情
報
提
供
は
、
国
土

交
通
省
の
調
査
の
一
環
で
当
財

団
が
「
安
塚
区
総
合
事
務
所
」
な

ら
び
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
雪
の
ふ
る
さ
と

安
塚
」
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
、

豪
雪
地
に
お
け
る
暮
ら
し
の
安

全
・
安
心
を
高
め
る
た
め
に
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
（
映
像
・
文
字
放

送
）
、
情
報
無
線
を
活
用
し
て
、

域
性
に
あ
っ
た
き
め
細
か
な
情

報
を
収
集
・
発
信
し
、
冬
季
に
お
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３月８日の午前中は「ｽﾉｰｼｭｰﾊｲｷﾝｸﾞ、田

舎料理、まゆ細工」の体験会を開催。他の

地区のエリア外からも参加者がありました 

★越後田舎体験のこれからの課題は･･･ 

・企画商品力の強化・・・学校団体はもちろん一般の企画や子ども農山漁村交流プロジェクトの提案も。 

・プロモーション活動の強化・・・旅行会社・企業などへの営業と営業エリアの拡大、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどの活用を。。 

・インストラクターのレベルアップ・・・実践研修の実施で高いレベルでの平準化を。 

・民泊の軒数増大と対応能力の高いレベルでの平準化・・・受入れ軒数の拡大、研修の実施を。 

・コーディネート組織の対応能力アップ・・・人材確保、地域協議会の役割活動の強化を。 

・地域力向上・地域連携・・・首長、議会、地域団体など地域一丸での取り組みを。質の向上に向けた活動への 

財源確保を。 

 

「
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
た
め
に
」 

 
 

３
月
８
日
、
ま
つ
だ
い
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た 

第６回全国ほんもの体験フォーラム in 福井が 3 月 20～22 日に開催されました。 

体
験
受
入
れ
十
周
年
。 

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

 

越
後
田
舎
体
験
の
受
入
れ
も
多
く
の
地
元

の
皆
さ
ん
か
ら
体
験
指
導
や
ご
案
内
を
い
た

だ
き
な
が
ら
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
は
受

入
・
指
導
で
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
受
入
れ
だ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
は
た
く
さ
ん
の

経
験
と
研
修
で
自
信
を
持
っ
て
受
入
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
毎
年
、
各
体
験

別
、
各
地
区
別
で
研
修
や
反
省
会
を
重
ね
、
さ

ら
に
充
実
し
た
感
動
体
験
が
出
来
る
よ
う
に

皆
さ
ん
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２月６日浦川原区里山活性化センター

でわらぞうり体験研修会開催。各地区

の指導者が集い、指導方法などをお

互いに研修しあいました 

３月１６日松之山地区での研修

会。松代の方から民泊受入れのお

話しを聞きました 

越後田舎体験 
かわらばん 

2009 年春号  
越後田舎体験推進協議会 

〒942-0411 新潟県上越市安塚区 

  安塚 722-3（財）雪だるま財団内

TEL０２５-５９２-３９８８ 

FAX０２５-５９２-３３２４ 
http://www.yukidaruma.or.jp/taiken/ 
e-mail: taiken@yukidaruma.or.jp

  講演会には１１０名の方が 

 参加。その後の交流会にも 

 ５０名の参加がありました 

 3 月 20～22 日に開催された

標記のフォーラムに越後田舎

体験から 61 名が 1 泊 2 日で参

加しました。全体では 1150 名

の参加があり、体験型観光へ

の取組が全国で盛んに行わ

れ、この事業に関わる熱い人

たちがいることを肌で感じまし

た。私たちもその元気をもら

い、越後での受入れに役立て

ていこうと気持ちを新たにしま

した。 
400 名参加の情報交換会において越後田舎体験メンバー61 名で越後の歌を披露しました！ 

 

事
業
立
ち
上
げ
か
ら
ご
指
導

い
た
だ
い
て
い
る
体
験
教
育
企

画
代
表
の
藤
澤
安
良
氏
を
講
師

に
迎
え
「
観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

藤
澤
氏
か
ら
は
「
選
ば
れ
る
地
域

で
な
く
、
選
ば
せ
る
地
域
に
な
る

べ
き
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 



雪だるま通信 ２００９年３月号   4/4 
 

 ○高田公園の桜と 

どぶろくご膳を楽しむ旅 

○「信越トレイル」 

トレッキングの旅 ○越後の田舎で 

山菜を楽しみ、 

味わう旅 

○残雪を楽しむブナ林 

トレッキングの旅 

○田舎料理ランチ 

バイキングを楽しむ旅 

＊実施期間：4 月 10 日～16 日 

＊受入れ地域：上越市牧区他 

＊料金：1 泊 2 日 16,000 円～  

＊高田公園の桜を見学し、田舎料理とどぶろく

もお楽しみいただけます 

越
後
田
舎
体
験
の
大
人
の
旅
の
ご
案
内 

 
お
仲
間
で
、
グ
ル
ー
プ
で 

 
 

各
種
団
体
旅
行
で
ご
利
用
く
だ
さ
い 

◆4 名様以上で実施日の 7 日前までにご

連絡ください。詳しい資料は雪だるま財団

までご連絡ください。日帰りも可能です。 

皆様のお越しをお待ちしています。

＊実施期間：4 月 29 日～5 月 7 日 

＊受入れ地域：上越市安塚区 

＊料金：1 泊 2 日 15,000 円～  

＊残雪とブナの新緑の美しさに心洗われる旅

です 

＊実施期間：4 月 21 日～5 月 1 日 

＊受入れ地域：上越市･十日町市 

＊料金：1 泊 2 日 16,000 円～  

＊春の味覚、山菜の香り・味を思い

っきり楽しんでいただく旅です 

＊実施期間：4 月～6 月の毎週月曜

日の「小さな空」定休日 

＊団体でお受けします。 

  25 名様～50 名様まで 
＊受入れ地域：上越市安塚区 

＊料金：1 泊 2 日 14,000 円～  

＊そば屋「小さな空」を貸切で楽しむ

ランチバイキングとプラスアルファー

の旅をどうぞ 

＊実施期間：６月 1 日～7 月 10 日 

＊受入れ地域：上越市安塚区・ 

          牧区・清里区ほか 

＊料金：２泊３日 24,000 円～  

＊全長 80km の長野県との県境に開通

した信越トレイルの一部を 2 泊 3 日で楽

しむコースです 


